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               緒     言
 一般に人造板を共の用途より大別する時はi歓質板 と硬質板 とになる・軟質板 と云ふ
のは所謂insulating boardと 稻せ られるもので,主 として熟の絶縁・音響の遮断 を目
的 として建築の方か ら云ふ と乾燥被覆材'料(Troken Bau)と して利用されるものであ
る.即 ち壁張,天 井張等 に用ひられるテックス類が之 に屡す.之 に反 し硬質板は遮断
能は第二で,其 の硬剛性,強 靱性を目的 とし,天 然木材板の代用,理 想 としては鐵飯
の代用をも目指 してゐるものである・EPち 防喬断熟性は徐b必 要 としないが,比 較的
弾力性あるを必要 とする床張材,又 は一般建築用材,並 びに荷造包装用材,特 種な場
合に於ては工藝用材 として利用されるものを云ふのである.
 現今世界 に於 ける人i造板界の趨勢を見 るに,二 者の中特に軟質板に主 きを置いてゐ




の用材齪伐の結果は,繊維素工業(特 に製紙,人絹工業)の 獲達 に拍車を加へ られて盆々
用材蓄積の減少を來たし,今 後十数年を出すして憂慮すべ き駄態に立到 るべ き事は飢
に識者の虞 れてゐる庭である.斯 る意味から天然用材の國家的漕費節約 を目的 とし,
之に代 るべ き硬質人薄板の製造研究に着手する事は敢τ意義なしとしないのである.
 筆者等の理想は軍に天然木材板のとしての代用のみに止 らす,將 來 に於ては木材の
本質的化學的方向の利用(例へば繊維素工業の原料 としての)を 除 く,他 のあらゆる方
面の利用の代用を口指 してゐるものであ り,更 に進んでは金屡販の代用にまで抱 員を
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抱いてゐるものであ る.
              實 験 の 部
 A.製 造 方 法
 吾人の研究の封象 となるべ き原料物質は主 として,植 物性繊維素含有物質であるか
ら要は之等 を何等かの方法で離解 し繊維の軟化を計つて歴搾 すれば足 るのであるが,
然 し此 の儘墜搾成形 い このでは一般に硬質板は得 られないで多 くの揚合軟質板が得 ら
れるのである・其虚 で硬質板 を得んが爲めには今少 し個々の繊維の密着を計 り緊密性
を増加する必要が起 るのであるが,之 に就 いて先づ第一に考へ られる事は膠着刺の填
入である.虚 が此の目的の爲めに使用 さるべ き膠着欄は二三考へ られるのであるが,
        コ
何れ も相等高債であ り叉技術的に困難が件ひ易いのである・帥ち経濟的技術的爾立揚
から云つて,不 利な方法 と云はねばならぬ・
 塵 が弦に幸な事に,吾 入が原料 として試用せん とする物質中には,含 有量の差はあ
るが,夫 々相等量の膠質献物質が含まれてゐるものであ り,叉 蒸解叩解等の機械的操
作によ り其の量を増加する事 も容易である・そして此の膠質歌物質は夫々,夫 自艦膠
着能を持ってゐるものであるが,此 の固有の膠着能だけでは膠着力が不充分で,硬 質
板が得 られない事は前述した通 りである・それで弦 に何等かの方法で此の固有の膠着
能を増大助長する方法が考案 され,し か も此の方法が比較的に費用が僅少て濟み,技
術的に も操作が簡輩であれば問題は解決する事になる筈である。
 塵が翻に筆者等の研究室に於て電氣界面掩齪なる現象を爽見 し,之 の現象 を製板工
程に慮用す る事により脱水作用,及 脱水後の乾燥速度に大なる好影響 を與へ る事實を
報告 しす二・(化 學研究所講演集第一輯(昭和四年)及 び第二輯(昭和五年)),其 後筆者等
の研究によ り,此 の電氣界面掩飢法を或 る種の豫備操作 と組合 して實施する事により
此の方法が脱水乾燥に好結果を與へるばか りでな く,尚 粒子相互間の膠着性 をも増大
する事實,換 言すれば膠質粒子固有の膠着能を助長する事實を認めナニ.(「硬剛人造板
製造方法」として特許を受 く,特 許第105840號)
 以下撒種の原料につ き上記の特許の方法を實施 して製板實験を行つた次第である.
 實験装置及操作等の詳細に就いては種々の事情の爲め詳述出來ないのが残念である
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 B・ 貿 験 結 果
 實験に供 した試料 を實験の順位に依つて列墾すれば次の如 し・
    1・バ ガ ス (毫{轡産)帝 國製糖株式會肚寄贈
    2.高 梁 稗 (満洲國産)
    3,大 褻 桿 (内地産)
    4.松 材 鋸 屑(内 地産)南 海製材株式會肚寄贈
    5.セ ロテックス (米國産)
    6.ツ ン ド ラ(樺 太産)
 製板後は夫 々天然乾燥により水分約10%前 後に至 るのを待つて,之 が容積比車,横
断破壌強度及び杭張強度等の諸性質を測定 して,板 質の良否決定に資 した.強 度の測
定に就いては「人造板の研究」(林學會雑誌第14巻12號)(昭 和七年))に 於て報告 した
方法に依 る・從つて測定條件及結果に就いての注意並びに但書 に就いて も同様である
事 をお噺 して置 く,
 Lバ ガス (i豊灘産)
 バガスの利用は極最近の事であつて,大 戦前後 までは,殆 ん ど全部製糖會ノ吐の燃料
として清費 されてゐたのであるが,1921年 に米國に於てThe Celotex companyな る
ものが設立せ られてからCelotex(セ ロテックス)と構する軟質板 として製造販費せら
れるに至 り,其 後漸次需要が増加 して1930年 には,年 産75,000萬 李方吸の製造高に
達 してゐるのである・本邦に於いて も最近皇溝に於いて,ア ルテックス等の名稻 の下
に類似の軟質板が製造せられてゐる・
 之を原料 とする硬質板に就いては未だ成巧 しナこものは無い様である・最近にHawai
に於て"Connec"と 稻 する硬質板が製造せ られてゐると云 ふ事であるが詳報に接 し
てないので不明である.
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 筆者等は先づ此の原料に前述特許の方法を實施 して硬質板の製造 を試みt二.同 時に
豫備操作の一なる蒸解作用の効果,並 びに其の適度を決定せんが爲め,蒸 解黙力を一
定 とし,蒸 解時間を種 々に愛へる事に依 り板質殊に弧度に及ぼす影響 を調査 し仁 次
に蒸解操作の代 りに,至江に冷水に長時間浸漬するだけで繊維の軟化を計 り製板を試み
たのである・差 しもこの方法に依 り得ナ:結果が,蒸 解 した揚合の結果 と大差なしとす
るならば,之 が工業的製造の際経濟的に非常に有利 とな り得 る理であるが,結 果 は期
待に反 して不充分であつたのである.
  a.蒸 解操作を行つた揚合
             第一表 バガス板(蒸 解 した揚合)
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 蒸解は特に試藥を用ひす全部水で行っt:,李 均40封 度/(吋)2こ の蒸氣歴力で1時
間,3時 聞,4時 間,61/2時 間の四種の揚合に就 き行つた・特 に最後の61/2時 間の揚
合に於て樹象 として,他 の條件はすべて同一にし電流だけ通 じなかつナこ揚合に就 き試
みたのである.
 第一表 に依 り見 ると,蒸 解時聞の増加するに從ひ板の強度が増加す る事が分 る・叉
最後の封照實験の揚合,明 かに強度が劣つてゐるのが目立つ.強 度は試験膿の断面積
を均一にする事が困難であつたので,大 鰐原板の厚 さを基準 として試料を作つた爲め
其の測定値は正確を期 し難い揚合がある.術 叉抗張強に就いては,板 の性質上多少の
Elongationを まぬがれないので,之 叉正確iな値を測定 し難い事情にある.然 しなが ら
之に依つて大瞬の傾向を知 るには充分なものであると考へたか ら,敢 て弦に掲げて比
較封照の便に資 した次第である.(以 下各揚合に就 き同 じ)
 所要電力量に就いては吾人の方法に依 る時は,各 個々の揚合に於 ける最適量が存在
するのである.そ して此の最適量は試料の性質,組 成,均 質度及び自由水の量並びに
歌態,出 來上 り板の厚 さ,等 々種々の條件により異 るべ きものであるか ら,今 夫々各
個の揚合の最適量を基準に探 る時は,徒 らに條件の繁雑を來ナニし,比 較封照上非常な
不便を感する揚 合が多いのである.故 に弦では製造條件の統一を期す る爲め,荷 電時
間に制限を設け,或 る一定の時間に統制 したのである.從 つて揚合に依つて表に現は
れてゐる電力量は,或 ひは過少或 は過大の嫌が存在す る專が多いのであ る.今 此の實
験の揚合に就いて見 るに一般に過少の揚合であつτ,今 少 し荷電時間を延長 して適度
の電力量を與へ る事に依 り,よ り強度の高い優良なる硬質板が得 られる事が想像 され
るのである.(結 語の項大形バガス板の強度参照)
 兎に角此の揚合は胸 れ も相等良好な硬質板が得 られ るのであ る.
  b.冷 水に浸漬 しアニ揚合
 蒸解操作の代 りに軍に冷水(10～12。C)中 に浸漬 し繊維の軟化 を計つて實験を行つ
す二.浸 漬時間は2書 夜,4鑑 夜,5書 夜,12書 夜,18鑑 夜の五種 とし・18豊 夜に至る
も浸漬数果が顯著に認められなかつたので實験 を中止 しナニ.第二表は右の結果 を示す.
 何れ も板質脆弱で所謂軟質板に属 し,強 度が餓 りに低い忙め殆んど測定機 に掛け得
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られぬ程である.兎 に角實験の範園内に於ては,浸 漬時間の延長に依 る張度の増加は
認め難 い,












               
                     の
 然 し弦に淀意すべ きは,斯 る繊維の粗剛な密着因難な場合に於て も電流の致果は明
かに顯 はれて來 るのであっT,2.イ と2.ロ,4.イ と4.ロ,5'イ と5・ロに於て見 るも,
何れ もイの揚合は電流を通 じなかつ忙揚合であるが,兎 に角僅かながら強度に於てロ
の揚合が勝 れてゐるのである.所 要電力量は前 と同様過少の例であつて,3・ ロの場合
に於 ける様 に特に荷電時間を延長 し,(從 つて腰搾時聞 も延長 して)適景に近い電力量
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を與へた揚 合は,強 廣が著 しい増加を來ずこしてゐるのであ る・か うなると最早軟質板
の域を脱するもので表面の組織 も餓程緻密になつてゐる・ この様 に膠着力の弱い原料
に就いて も電流並びに腿力を加減する事 により相等の良結果を得 られるものである・
然 し未だ此の3・ロの揚合の彊度では硬質板 としては充分 とは云 ひ難い楼である.
 之 を要 するに冷水の浸漬に依 る軟化では硬質板は得難い と云ふ結論 に達 したのであ
るが,弦 で行つた様に翠に冷水のみによらす,酸 或は アルカリの稀薄溶液中に浸漬す
る場合は,或 ひは良結果を得る可能性があるのではないか と期待 してゐる次第である
が,之 に就いては他 日の機會に護る事にする.
 2.高 梁桿 (満洲國産)
 満洲農民に封する高梁桿の關係は,製 糖會祉に劃す るバガスの關係 とは,や 、共の
趣 を異にし,爾者共に燃料 としτ利用する黙に於いては攣 りないが,後者 は之が塵分上
必要 にせ まられて代用燃料 として利用するに過 ぎす,前 者 は唯一の参期の燃料としτ
或は一部建築用材 とレて必要鋏 くべからざる生活必需品の關係 にある・從つて之を人
造板の原料 として取 り扱ふ揚合に就いて も此の鮎を餓梶注意 しτ考慮 しなければ之が
工業化に際 して蹉践を生する事 なしとしない.自IJち要は農民をして之 を手放す事によ
り前記諸費用(燃料費及一部建築用オ」費)を償つて爾多少鯨裕あ らしめる事が必要であ
る.斯 る意味で今 日直 ち之 を人造板原料 として利用する事は未だ多少疑問のある塵で
あるが,將 來に備ふる意味に於て,爾 叉後述する様に,比 較的高級 の人造板を得る可
能性を存するので次 に實験結果 を報告する事 にし†二,
 之を原料 とする軟質板に就いては,既 に研究が行はれて居 り,満 洲國に於て會計設
立の域にまで達 してゐる.自Pち随の部の海綿歌組織物質が軟質板 としての良性質を具
備 してゐる事を利用 して,之 を原形の催接合密着せしめて板歌 に成形 した ものである.
虎が此の海綿歌組織物質は硬質板製造の揚合に於ても亦誠 に重要な役割を演するもの
である.卯 ち此の部の物質は膠着材料 としての機能が優秀な もので比較的容易に優良
硬質板が得 られる可能性が存花するのである.
 試料は長 さ3～35cmの 圓筒形に切断 し李均40封 度/(吋)2こ の庸力の下に,4時 聞
蒸解 を行ひ(水 にτ)次の三の場合に分ちて製板實験を行つた・
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  a・蒸解後直 ちに原形の儘駆搾 レ了二揚合.
  b,蒸 解後粗碑 して歴搾 した揚合.
  c更 に輕 く叩解操作を行って歴搾 い こ場合.              t
 a・の場合は各個匿の接着面が硬質なる表皮のみに限 られる結果,膠 着力不充分であ
つて,成 形因難 である.b,c.の 揚合は夫々相當良好な硬質板 を得すこ.
            第三表 高 梁 桿 板
                
                
                
                
                
                *Elongation大 ニシテ測定困難ナリ
 試料を蒸解後粗砕するに止めす,更 に輕 く叩解操作を行つすこ方が遙かに強度の高い
ものが得 られる.蓋 し機械力による膠質粒子の増加を物語 るものである,
 所要電力量は,前 例のバガスに比 し何れも檜大 してゐる・此の場合に於ては試料の
性質上荷電の當初 より相等多量の電流が流れ,所 定の荷電時聞中には必要以上の雇流
が清費 されれるのであ る・印ち過徐の一例である・
 3.大 察桿 (内地産)
 本邦に於ける夢桿の産額は350萬 噸 と樗せ られてゐる.此 の莫大なる景の褻桿は年
年殆んど利用される事なく徒に田畑に於て,或 ひは焼却 され或ひは其の儘鋤 き込 まれ
て上に化 してゐるのである・特に大夢桿は,小 夢桿に比 し繊維が軟弱であるか ら,細
工物は勿論農家の屋根葺にすら使用 されない状態で,全 くの廃物 と云つてよい位であ
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る.で あるから今之が利用方法を考究し,之 に縫何かの慣値を持た しめ ると云ふ事は
一に農家の福音 たるのみならす一方冬作奨働の一助 ともなるので,農 業政策上國家的
重大問題であるとも云ひ得 るのである,
 實験に供 した萎程は,大 阪府三島郡高槻町近郊に於て作 られた大委桿である・試料
は長 さ5～7cmに 載断 し,高歴釜にて40封 度/(吋)L)こ の継力の下に,(水 にて)蒸解
を行つた.時 間は5時 聞 と7時 聞との二とし,強 度の比較 を行つた.同 時に各揚合に
就 き夫 々電流の有無に依 る品質の差異をも調べたのである・






               
               
                
                
                
                
 第四表の結果を見 ろと,所要電力量は何れ も02キ ロワット時以上 を示 してゐる。過
徐の揚合であろ.蒸 解時聞の差は強度に著 しい影響 を與へてゐる・叉1司一蒸解時間の
ものに於いては,電 流の使川有無の差が強度に明かに顯 はれてゐる.蒸 解時開7時 間
で電流を通 じす二揚合(2.イ)の 弧度は横蜥破壊144託/(糎)2抗 張弧度126駈/(糎):1を
示 してゐる.此 の値は筆者等が研究中に得すご最高のlfl'i一であ り,此 の程度の板になると
非常に可擁性を増加 し,曲 物の製作可能が期待 され盒々實用慣値が多 くなる・
 電氣界面麗齪法探否の問題は,濁 り強度に於てのみならす,共 の外観 に於ても軍大
な影響を與へ るもので,電 氣を使用しなかつた揚合は繊維相冗の膠着力弱 く,個 々の
                 (70)
            硬 質 人 造 板 の 研 究
繊維が片 々劒離 され易い献態にあ り,組 織内に も不規則な室隙が多 く存在 して表面組
織の充寳性を映 き,粗 豪 なる外槻 を呈す.之 に反 し君流を通 じた揚合は板質緊密にし
て表面李滑あ り,し か も表面所々に,叩解操作の際充分 に作用を受けなかつナこ表皮が,
固有の黄金色を放ちて火花状 に飛び交ひ,一 種美麗なる紋様を織 り出 してゐるのであ
る.
 4.松 材鋸屑
 鋸屑は大部分燃料 として使用 され る外,極 く少部分活性炭原料及び壌熔灰 として使
用 されるに過 ざないか ら,人 造板製造の有望な原料の一つと云ふ事が出來 る一方製造
の方か ら云つて も原料其の ものが木材自身の粉末であるか ら,そ の出來上つた人造板
は最 も木材に近い性質の ものが得 られるであらうと考へ られるのである.所 が筆者等




 試料は和歌Ill市南海製材 より提供せ られた もので,主 として松材の鋸屑である.豫
備操作 として試料を水で蒸解 し九のである.(墜 力40封 度/(吋)2で5時 間)






               
               
               
               
 豫備操作絡了後の試料の歌態により,膠 着不良を豫想 して,特 にその揚合に限 り荷
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電時間の制限を破 り,数 分間延長 して適度に近い電力量を與へ†二結果である・斯の如
く特に充分量の電流を與へたに も不拘す,其 の強度に於いて鯨 り良結果 を得て居 らな
いのである.然 しなが ら此の事實から直 ちに鋸屑は硬質板の原料 としては不適當であ
ると断 じてしまふのは早計であつて,前 にも少し蓮べた様に豫備操作に於て今少 し繊
維の軟化を計 る事 によ り,例 へば蒸解の座力及時闘の増加,叉 は蒸解剤 として輩に水
のみによらす酸或ひは アル カリを使用する事により之が訣黒占を補 ひうるのではなか ら
うか と思つてゐる・診細は他日報告する機會があるだ らう・
 5・ セロテツクス (米國産)
 セロテックスはバガスの塵で少 し蓮べた様にバガスを原料 とした軟質板であ る・ 今
次に筆者等か實施 してゐる硬剛人造板製造方法が,輩 に新ナニに硬質板を製造する場合
のみに限らす,既 存の軟質板の改良硬化1二も鷹用出來掲 る事 を實諺する爲めに補足 と
して軟質板の代表 としてセロテックスを撰び實験を行つた.
 試料は所定の面積に載断 し,一 は之を原形の盤他は之を細破 して何れ も温水中に藪
時間浸漬 し,適 度に水分が吸牧 されるに及び夫々製板装置に挿入 して實験 を行ったの
である,
             第六表 セロテックス改良硬化板
               
               
               
               
               
 結果は第六表に於て見る様に,非 常に良好で,弧 度外観共に優良なる硬質板を得 た
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のである・爾此の際の所要電力量は何れ も適量に近い値を示 してゐる・試料 を一旦細
破 して行つた揚合は原形の儘行つナこ揚合に比し電力量はや、大であるが強度に於て遙
かに勝れてゐる.し か も此の方法に依る時は任意の厚 さの板を得 る便があるので實用
上は之の方法を探 るべ きであるが,使 用の目的に依つては前者の方が方法 も簡軍であ
るか ら却つて便利な事 もある.
 尚比較の爲 めセロテックス原板の強度 を示せば次の如 し.
    横断破壊張 李均 IO.78 nt/(糎)e
    抗 張 強 平均 236妊/(糎)2(測 定者,藤 井)
 邸ち,何 れ も数倍乃至十数倍の強度の増加を來た してゐるのである・
 6.ツ ンドラ (樺太産)
 最後に比較謝燃の必要上樺 太産のツン ドラに就いて實験を行つナニ ツンドラに就い
ては既に商品化 され るまでに研究が進 められゐるので,今 玄玄に更めて實験報告する必
要 もないのであるが,從 來の方法に於ては豫備操作 としての蒸解操作を行はすに製板
してゐるのである.(實験上は後述する様にツンドラの揚合には蒸解操作は不要である
ばか りでな く却つて悪影響を與へるものである)・庭が上記の諸實験に於て特種な揚合
を除 き,総 て蒸解操作を行つてゐるので,弦 にツン ドラに就いて も同様に蒸解操作を
行つ仁揚合に就 き實験を行ひ,上 記諸實験結果 と比較謝照すると同時にツン ドラに就
いては蒸解操作の必要なき事實を確識する事にしナこ.
 蒸解は40封 度/(吋)24時 間 と5時 間の二種行つた・歴搾時閥は30分 であるが堅力
をや、低下 して行つたのである.元 來 ツンドラは植物艦の分解成生物であるか ら,既
に相等自然力に依 る軟化が進んで居 り,更 に之を蒸解 して軟化作用を行ふ時は過度の
軟化駄態 とな り,之 が爲めに極短時間の叩解に依つて も直ちに試料が泥歌化 して座搾
成形の際に水切れ困難 とな り,又 製板装置の有孔壁或ひは極盤の聞隙等か ら漏出し易
くなる・從って充分な る屡力を加ふる事が出褒ない歌態になる.それで此の揚合に於い
ては普通卒均約墜力200封 度/(吋)2を 用ひてゐるのであるが,特 に約t50封 度/(吋)e
に低下 して,不 完全 ながら漸 く成形 し得 る有様であつた,
 所要電力量は適量を示 してゐる・強度が非常に弱 く出てゐるのは,一 は座力の低下
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              第七表 ツンドラ(蒸解)板
               
               
               
               
にも依 るのであるが,今 一の大 きな原因は前述の様 に試料が過度の軟化作用を受け†こ
爲めに叩解中に内容物質が容易に粘稠な泥歌物質化 し,之 が爲め製板の際組織内に護
生 したガス歌物質の遁出揚所を失ひ,操 作絡了後之を取 り出す際に殆ん ど爆獲的に放
出 して板の内部組織を破壌する結果に依るのである.斯 くツン ドラに封 しては蒸解操
作は一方板操作を困難にすると同時に叉その品質 も悪化する結果 となるので,軍 に不
必要 と云ふばか りでな く,寧 ろ有害であると云ふべ きである・此の様 にツン ドラに就
いては蒸解操作を全々必要 としないのであるか ら此の鮎 ツン ドラは天恵的の人造板原
料 とも云ふ事が出來る理である・爾從來の方法に依 り製造せ られた硬質板(硬 質 ツン
ドライト)は2F均 次の様な強度を示 してゐるのである.
     横噺破壌強        38.02班i/(糎)2
     抗 張 強       15.07}託/(糎)2
  結     語
 次 に結論 として,以 上の結果に基いて,之 等各種硬質板の代用板 としての慣値如何
を検討 して見る・先づ天然木利板の代用品として曲然具備すべ きであると考へ られ る
條件は大艘次の様な ものであらうと考へ る・(詳細,精 密に考へ る時はまだ まだ多 くあ
るであらうが)
    1.相 等の強度を保有する事
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    2,保 釘力が充分である事
    3、施 工が容易である事
    4.容 積比重が過大ならざる事
    5.相 等の美観 を呈する事
 上の中4及 び5の 項は使用の目的如何に依つては飴 り重要でない場含 もあるが,1





天然板が保有す る強度 と同程度の弧度を持つ と云ふ事は理想であるべ きである・塵が
天然板に於ては其の材種 に依 り,叉 同一材種に於て も,其 の木理の方向に依つτ,非
常な差異のあるもので,其 の何れに標準を置 くべ きかは甚だ困難な問題 となつて來 る・
今假 に天然木材板の標準 として北海松材を撰び,之 が強度 を測定 した結果を學げると
次の如 し.                       .
             第八表 北海松の強度試験
   
   
   
   
 第八表に示す如 く,木 理の方向に依 り著 しい差があるのが分 る。然 るに人造板 に於
ては其性質上夫が表面 に軍行な方向に於いては何れの方向に於 ける強度 も均一である
べ きであるか ら,必 しも木材板の最高の方向に於ける彊度を保有 しなければな らぬ と
云ふ事は無 い理である・實際上に於いて も少くとも木材板の最低の方向に於ける強度
と同程度の強度 さへ保持 して居れば充分に使用に堪へ得 る揚合が多いのである・若 し
もか う云ふ事が云ひ得 るとすれば前掲のバガス(蒸解)板,褻 桿板,セ ロテックス改良
硬質板等は夫 々横断破壊強40冠/(糎)2以 上抗張強度20竜/(糎)2以 上の強度を示 し
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てゐるか ら,此 の鮎之等人造板は代用板(少 くとも北海松材板の)と して充分1麟彊度を
持つてゐると云ふ事が出來み 特にバガス板屡桿板に於て可及的最適條件を撰んで製
造 い 二,大 形板の強度 に就いて見る時盆確信を以つτ斯 く云ひ得 ると思ふ.(第 九表)
             第九表 大形板の強度試験
         
         
         
         
 2.保 釘力(Nail holding Power)が 充分である事.
 代用板である以上釘付施工が可能 であ り,しか も充分 その釘が利 く事が必要である・
弦に保釘力 と云ふのは前項の強度にも間接的に關係のある問題であるが,寧 ろ板の硬
度,非 脆性,云 ひ換れば板質の緊密度に關係の深い問題であ る・保釘力の測定法に就
いては種々考へ られるのであるが結局或 る物罷に釘を打 ち込み,之 を引 き抜 く際の抵
抗力の大小を云ふのであるから,比 較封照の目的の爲めには,實 際 に同 じ大 さの釘を
              第十表 保釘力比較表
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同一の深 さだけ打 ち込み,之 を引き抜 くに要する力を測定すれば充分である・今バガ
ス板,屡 桿板に就いて,長 さ2,3cm直 径O・15 cmの 鐵釘を打込みて之を引き抜 くに
要する力を散弾の重量を以つて測定し,之 を北海松の夫に比較 した結果は次の如 し.
(第十表)
 即ち板の表面 に卒行な方向に於 ける保釘力は,天 然板の木 ロ面 に直角の場合に匹敵
し,表 面に直角 な方向に於いては,板 目面に直角な方向に於ける天然板の夫 に比 し,
同程度或ひはや 、勝 る結果 を與へてゐる.
 3.施 行が容易であ る事.
 之 は木工具の使用が容易である事を云ふのである・鉋,鋸,墾 等の普通の木工具の
使 用が天然板に於けると同程度に自由でなければならぬ事は云ふまで もない・人造板
に於ては製造に際 し最初 より所定の厚さの ものを得 る事が比較的容易であるから,或
ひは鉋施工は左程重用な問題 とはならないだらうが,鋸 施工は是非共可能,且 容易で
なければな らないのである・以上得た各種 入造板は大罷 に於いて何れも此の條件を満
足する様であるが,バ ガス浸漬板は其の板質非常に脆弱であるのでや、施工困難を感




あるが,一 般に代用硬質板 として云ふ時は,之 は第二次的の條件であつて,多 少容積
比重が大であつて も他の條件 さへ充分であれば差支ない揚合が多いのである.そ れで
結局程度の問題であつて・可及的に小なる事を希望 し,過 大は之 を避 くべ きであると
云 ふ程度に過 ぎぬ.と 考へる・
 弦 に得た各種 入造板は夫々北海松の比重に比 し相當大 きな値 を示 してゐる.人 造板
        の
製造に際 して此の容積比重は大艦彊度に比例 して増大するものであ るか ら,相 等の弧
度 を希望する以上,今 日の技術上或る程度まで之は不可避の問題であると考へる.
              撃
 5・相當の美観を呈する事
 之は現今塗装術が進歩 し,叉 塗料 も上ヒ較的安債な ものが容易に手に入るので,止 む
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を得ない場 合は之に依つてこの映鮎を補ひ得 るか ら,必 須條件 と云ふ理ではないが,
少くとも消極的に外観醜悪ならざる事を必要 とするのは云ふまで もない・此の羅止 記
何れの人造板 も大膿此の條件を満足する様であるが,特 に屡程板は前述した様に積極
的に美観を呈するものであるから優秀な ものと云はねばならぬ・
               附     記
 最後に以上得た各種人造板の用途に就いて,將 來の期待並 びに私見を簡翠に述べて
此の稿を絡 る事にする.
 バガス(蒸解)板
 彊度並びに其の原料關係か ら云つて,安 債な代用板 として優秀 なもの、一 と考へ ら
れ る・特に厚物は包装外函用材 として,簿 物はパッキングケース代用 として將來大い
に利用せ られ る事あるを期待 してゐる。 .
 バガス(浸漬)板
 現在の塵彊度が不足で,僅 かに軟質板 として利用 し得 るに過 ぎぬ・
 高梁程板
 強度は相等あるが,板 の表面が卒滑を訣 き,且 つ鉋施行が困難であるの と,原 料關
係 にも多少疑問があるので,此 の儘一般代用板 として利用する と云ふ事 は,少 し問題
であると考へ る・腿が此の板の表面に表皮 と随の部 との組合せによつて一種不規則な
網代型 とも構すべき紋様が現はれてゐるが,此 の紋様は一見非常に粗野放奔な感ある
ものではあるが,叉 一方專門的に見て全 く人工を許 さざる雅趣あるものであるので,
高級な装飾用天井板 として將來を期待 してゐる.
 屡桿板
 板質並びに原料關係の共の何れの立揚か ら云って も理想に近い代用板 と云ふ事が出
來る.
                              
 故に此の方面の利用には以上掲げた人造板の中最 も優秀 なもの と考へ られうが,前
にも少 し述べた様に表面が非常に美麗であるので,寧 ろ本來の目的板 としてよりも却
つて高級な装飾用板 として利用すべ きではないか と考へてゐる・倫叉此の板は可擁性
も充分であるか ら高級な曲物の製造にも用ひられる見込であ り,非 常に堅牢なパッキ
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ングケー スの材料 として大いに期待をかけてゐるものである.
 鋸屑板
 強度の關係上代用板 としては不充分であり,叉 軟質板 としては容積比重過大の嫌が
あるので現梅の虎今少 し改良の必要があると考へてゐる.
 セロヅクス改良硬化板
 荷造包装用材,特 にパッキングケース代用 として利用 し得 られる.其 他薄板 として
の利用の廣 いもの と考へてゐるが原料關係に問題の存在する事は言を倹たない.
 ツン ドラ板
 豫備操作 として蒸解操作を行つt:も のに就いては本文で詮明 しtこ様に,品 質不良で
代用板 としτは使用1二堪へないが,蒸 解を行はす從來の方法に依つて製造せられ7:も
のは比較的弧度の高い絶縁板 として利用の途廣 く,叉 適度の硬度を保た しめて製板せ
られた ものは床張材 として優秀な機能を備へてゐる・省此のツンドラ板は工藝用材と
して利用 し得 られ る特徴がある.
 以上の實験を行ふにあた り,終 始御懇督なる御指導を賜 りし京都帝國大學教授志方
盆三博士に封 し,並 びに不断の誠意 と努力とを以つて援助を惜 まなかつ†二吾志方研究
室工揚員一同に謝 し深甚なる謝意を表す・
                        (第6回京都講演會に於て登表)
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